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  指標の意義
・�転倒・�転落を予防し、外傷を軽減するための指標。特に、治療が必要な患者を把握していく。

  指標の計算式、分母・分子の解釈

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子
Ａ）入院患者の転倒・転落件数
Ｂ）治療を必要とする転倒・転落件数
Ｃ）損傷レベル４以上の転倒・転落件数

Ｂ）はレベルの定義なし。「治療が必要な場合」の全てを算出する。
画像検査を実施して異状がない場合は除く（画像など検査だけ
の場合は除く）。
Ｃ）は「損傷レベル４」（重度：手術、ギブス、牽引、骨折を招いた・
必要となった、または神経損傷・身体内部の損傷の診察が必要
となった）以上とする。
足の裏以外が地面に着いた時を転倒とする。

分母 入院患者延数（24 時在院患者＋退院患者数の合計）

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法 ‰（パーミル、千分率）表示

  考察
Ａ）最小値＝1.72　25％値＝3.67　中央値＝4.40　75％値＝5.60　最大値＝7.79　　
Ｂ）最小値＝0.00　25％値＝0.16　中央値＝0.29　75％値＝0.45　最大値＝0.84
Ｃ）最小値＝0.00　25％値＝0.00　中央値＝0.04　75％値＝0.09　最大値＝0.22　　　　　回答病院　76

　Ａ）Ｂ）Ｃ）共に前年とほぼ同様となっています。
　Ａ）の上位にある病院の多くは、Ｂ）Ｃ）の上位にも見られます。本来マネージメントが充分できていると、Ａ)は上位
であってもＢ)　Ｃ)が抑えられる事が理想となります。改善事例にある川久保病院では、報告内容から注意点を洗い
出し、安全対策の工夫に取り組んでおり、定期的に評価がされていると報告がされています。Ａ）の転倒発生率は高い
が、Ｂ）Ｃ）の有害事象への発生率は低く抑えられています。それは転倒転落の要因を探り、要因に対して対策がされた
こと、また評価がされＰＤＣＡサイクル回している点は高く評価されます。
　転倒転落は、「起こりうる事として」、その要因を取り除くことが基本的な課題であり、リスク評価、回避のための環境
整備、事故発生時の損傷をできるだけ軽減する取り組み、繰り返さないためのリスクアセスメントを行う事が重要です。

  改善事例
・��報告内容から注意点を洗い出し、安全対策の工夫に取り組んでいる。2週間に1回の定期評価をしている。
・��2015年実績における前年比改善をQIニュースとして発行。他病院における改善ストーリーを紹介した。
・��転倒転落カンファレンスの実施数が増加している。
・��再転倒時のカンファレンスの再開。
・��2015年は上半期、リハビリと共同でベットの高さ調整を行った。入院時に本人とご家族に説明する「転倒防止のパン

フレット」を作成し各部署で活用している。
・��医療安全委員会で活用。
・��学習会資料と統計データーの一部を活用した。
・��委員会で報告をしている。転倒発生後の薬剤師・リハスタッフの介入を全病棟で行っている。
・��安全への取り組みとして、センサーマットの購入や、Rバーの購入など対策を強化している。
・��転倒カンファレンスを当該部署で転倒全例に実施している。転倒を繰り返す患者は医療安全推進者会議カンファレン

スで分析や要因ついて検討し職場に返すことをしている。

転倒転落発生率
Ａ）入院患者の転倒・転落発生率　Ｂ）治療を必要とする転倒・転落発生率
Ｃ）損傷レベル4以上の転倒・転落発生率

Process

Outcome

Structure

8
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指標 8 Outcome転倒転落発生率Ａ）入院患者の転倒・転落発生率　Ｂ）治療を必要とする転倒・転落発生率Ｃ）損傷レベル4以上の転倒・転落発生率
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指標 8 Outcome転倒転落発生率Ａ）入院患者の転倒・転落発生率　Ｂ）治療を必要とする転倒・転落発生率Ｃ）損傷レベル4以上の転倒・転落発生率



94

指
標

8
O
utcom

e
転

倒
転

落
発

生
率

Ａ
）入

院
患

者
の

転
倒・転

落
発

生
率

　
Ｂ

）治
療

を
必

要
と

す
る

転
倒・転

落
発

生
率

Ｃ
）損

傷
レ

ベ
ル

4以
上

の
転

倒・転
落

発
生

率



95

指
標

8
O
utcom

e
転

倒
転

落
発

生
率

Ａ
）入

院
患

者
の

転
倒・転

落
発

生
率

　
Ｂ

）治
療

を
必

要
と

す
る

転
倒・転

落
発

生
率

Ｃ
）損

傷
レ

ベ
ル

4以
上

の
転

倒・転
落

発
生

率



96

指標 8 Outcome転倒転落発生率Ａ）入院患者の転倒・転落発生率　Ｂ）治療を必要とする転倒・転落発生率Ｃ）損傷レベル4以上の転倒・転落発生率
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